
（３）評価結果をふまえた進展度の判断基準及び目標達成状況の算出方法について 

１ 評価結果をふまえた施策等の進展度の判断基準 

①平成 27 年度における施策等の進展度を、県民の皆さんに分かりやすくお示しするため、

県民指標や活動指標等の達成状況、取組実績等をもとに、総合的に施策等の進展度をＡ～

Ｄで判断し、判断理由を記載しています。

②Ａ～Ｄの判断は、施策等を所管する部長、副部長、次長の判断によるものですが、判断に

際しては次の表１の考え方を目安としています。

［表１］ 

適用 

区分 
①県民指標

の達成率 

②活動指標

の平均達成

率 

進展度の算出方法 

Ａ．進んだ 100％ 100％ 
１．①の結果によりＡ～Ｄを区分す

る。 

↓ 

２．②の状況により、①の区分のまま

でよいか検討する。 

↓ 

３．活動指標や構成する基本事業の中

身と施策目標との相関関係（活動指標

ごとの重みや取組実績）を考慮し、総

合的に判断する。 

Ｂ．ある程度進んだ 
85％以上 

100％未満 

85％以上 

100％未満 

Ｃ．あまり進まなかった 
70％以上 

85％未満 

70％以上 

85％未満 

Ｄ．進まなかった 70％未満 70％未満 

※選択・集中プログラムについては、「県民指標」が「プロジェクトの数値目標」、「活動指標」

が「実践取組の目標」となっています。 

２ 目標達成状況の算出方法 

① 標達成状況は、単年度ごとの目標値の場合には、平成 27 年度の実績値を平成 27 年度の

目標値で割って算出しています。

また、目標項目が減少を目指すものである場合には、分子・分母を逆とし、目標値を実績

値で割って算出しています。 

 平成 27 年度実績値 

 平成 27 年度目標値 

（例１）平成 27 年度の目標値が 130、実績値が 120 の場合 

 120 

 130 
＝ ＝ 0.92 （小数点第 3 位以下四捨五入 

ただし、0.995～0.999 の場合は 0.99 と記載） 

目標達成状況 ＝ 
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② 目標値が累計値の場合は、平成 26 年度の現状（実績）値を平成 27 年度目標値及び実績

値から差し引いて計算しています。（下記＊参照）

  平成 27 年度実績値－平成 26 年度現状（実績）値 

  平成 27 年度目標値－平成 26 年度現状（実績）値 

（例２）平成 26 年度の現状（実績）値が 100 で、平成 27 年度の目標値が 130、実績値

が 120 の場合 

 120－100  20 

   130－100   30 

  ＊目標値が累計値の場合に、このような算出方法を用いているのは、成果レポートが単年

度の評価や実績を報告するものであることからです。 

累計値の場合には、過去の取組の成果である実績値を差し引いて算出することにより、

単年度の成果（目標達成状況）を表せるようにしています。 

目標達成状況 ＝ 

＝ ＝ ＝ 0.67 （小数点第 3 位以下四捨五入 

ただし、0.995～0.999の場合は0.99と記載） 
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